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「
保
育
園
落
ち
た
の
私
だ
！
」 

や
ま
べ
ひ
ろ
し 

 

子
ど
も
の
保
育
園
が
見
つ
か
ら
ず
、
復
職
で
き
な
い
問
題
を
怒

り
と
と
も
に
つ
づ
っ
た
ブ
ロ
グ
が
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

ブ
ロ
グ
の
書
き
込
み
を
め
ぐ
り
国
会
で
安
倍
首
相
は
「
匿
名
な
の

で
確
か
め
よ
う
が
な
い
」
と
突
き
放
し
、
自
民
党
議
員
か
ら
は
「
書

い
た
の
は
誰
だ
」
と
ヤ
ジ
が
飛
び
ま
し
た
。
政
権
の
こ
う
し
た
態

度
に
憤
っ
た
親
た
ち
が
急
き
ょ
国
会
前
で
行
動
に
立
ち
上
が
っ
た

り
、
ネ
ッ
ト
署
名
が
わ
ず
か
数
日
で
約
２
万
８
千
人
分
も
集
ま
っ

た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
怒
り
の
声
は
急
速
に
広
が
り
ま
し
た
。
慌

て
た
政
府
が
追
加
対
策
の
検
討
を
打
ち
出
す
事
態
に
発
展
し
て
い

ま
す
。
こ
の
問
題
が
短
期
間
に
こ
れ
だ
け
共
感
を
も
っ
て
広
が
っ

た
の
は
、「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
な
が
ら
現
実
を
直
視
せ
ず
、

真
剣
に
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
政
権
に
対
す
る
父
母
ら
の
強
い
不

信
、
い
ら
だ
ち
の
表
れ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
４
月
、
全
国
の
待
機
児
童
数
は
２
万
３
１
６
７
人
に
の
ぼ
り

５
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
熊
本
市
に
お
い
て
も
、
２
月

１
日
の
時
点
で
、
待
機
児
童
は
２
４
５
名
、
ま
た
希
望
し
た
園
に

入
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
保
留
児
が
１
３
５
５
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

  

国
に
対
し
て
、
保
育
環
境
の
抜
本
的
な
改
善
を
し
っ
か
り
と
求

め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
、
待
機
児
童
解
消
へ
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
す
。 

 

上野みえこ議員の一般質問より 

 

「子どもの貧困問題」解決を！ 
 

栄養の確保、子と親の居場所となる 「子ども食堂」 

運営費や食材費への支援と立ち上げへの援助を！ 

 今や子どもの貧困率は 16.3％、6人に 1人が

貧困状態に追い込まれています。3月 7日の一

般質問で、上野みえこ議員は、子どもの貧困問

題を取り上げ、「子ども食堂への支援」、「学習

支援の拡充」について質問を行いました。 

 今、市内各地で「子ども食堂」の取

り組みが行われています。食事が十分

とれない子どもたちへの栄養支援、さ

らには子どもと親の居場所づくりと

して大切な役割を担っています。 

 質問では、「実態把握に努め、取り

組みを進めている市民の方々の意見

をしっかり聞くとともに、運営費や食

 財政的な支援について市か

らは、「エンゼル基金の助成要

件にあえば、その対象として

取り扱う」、「実態把握や活動

団体の要望などについて、つ

かんでいきたい。立ち上げの

相談などにも対応していきた

い」との答弁がなされました。 

 

 

貧困に直面している子どもへ学習支援の拡充を！ 

 

学校を貧困対策のプラットホーム（相談・解決の調整役）に！ 

 上野議員は、現在、生活保

護世帯の中学 3 年生、中学 2

年生を対象に実施している学

習支援事業の対象を、小学

生・高校生へと広げるなど、

拡充を求めました。 

また、民間による学習支援

り組みを紹介し、

行政としても支援

を強化するよう求

めました。 

センター（カウンセラーの対応、

教員資格者による学習支援、在籍

校との連携による単位取得）の取

また質問では、学校が貧困対策のプラットホーム（子どもの貧困

に対する課題や相談を受け止め、福祉部門との連携・調整を図る）

役割を果たすことの重要性を指摘し、連携を求めました。市からは

「学校・教育委員会と福祉部門との連携強化を図っていく」との答

弁がありました。 

エンゼル基金では、「地域における子

育て支援活動」「児童の健全育成を目的

とする活動」などに取り組んでいる設立

後 3年までの団体等に、初年度、次年度

に 5万円の助成を行っています。 

材費などへの支援を

実施するとともに、立

ち上げへの援助を行

うよう」求めました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 市議会だより 2016年 3月 20日 

桜町再開発 ＭＩＣＥ施設（仮称 熊本城ホール）整備 

308億円の妥当性示されず多額の予算が計上 
 来年度の当初予算には、桜町再開

発で整備が進められているＭＩＣＥ

（仮称熊本城ホール）施設に関する

予算が提案されています。 

 一般質問で上野みえこ議員がＭＩ

ＣＥ整備の問題点について取り上げ

ました。 

市が買う床 ９３万円/㎡ 民間が買う床 ５０万円/㎡ 

なぜ高い？ 根拠を示さず、予算の提案は無責任です！ 
 今議会には、ＭＩＣＥ整備のた

めの床取得代１０３億円（３年間

で３０８億円）が提案されていま

す。 

 上野議員は、市の取得する床の

値段が９３万円/㎡と、民間が取得

する床の値段が５０万円/㎡に比

べ高額になっていることを示し、

その根拠について説明を求めまし

た。 

 大西市長からは、「現時点で公表

することは予定していない。来年

度には専門家による検証を行い、

価格の妥当性を確認する予定。

事業の進捗にあわせ示してい

く」との答弁がありました。 

 床取得代３０８億円は、市民

の税金です。金額が妥当かどう

かは、予算を通した後に検証す

るという市の姿勢はあまりに

も無責任です。 

上野議員は、「まともな説明

もせず、議会に議決を求めると

いうやり方は、市民の代表であ

る議会を軽視しているもの」と

厳しく指摘しました。 

整備費用の８割は借金 ２７億円～４０億円の利子を負担 

 一般質問では、ＭＩＣＥ整

備費用の約８割２５０億円

が借金である市債により確

保されることが示されまし

た。 

 また、利子についても２０

年償還で２７億６千万円、３

０年償還で４０億円と多額

に上ることも明らかになっ

ています。 

 桜町再開発に関わる市の

負担は、ＭＩＣＥ整備３２３

億円（床３０８億 備品等１

５億円）、補助金１２６億円、

さらに利子の返還に数十億

と多額の税金が投じられま

す。また、このほか再開発を

すすめる株式会社に無利子

の貸付金３０億円も今議会

に提案されています。 

 市民の暮らしが大変なな

かで、こうした莫大な投資が

優先されていいのか、問われ

るべきです。 

来年度 国民健康保険料値上げで５億円の負担増 

熊本市は、来年度の国民健

康保険料を一人あたり平均２

２４２円引き上げ、総額で５

億円負担増を実施することと

しています。 

大西市長は「国保会計が厳

しい状況にあることから、保

険料値上げを実施せざるを得

ない」と説明しました。 

しかし、国保会計の赤字抑

負担の限界 保険料値上げは中止を！ 

制を目的とした繰り入れ額を大

幅に減らす（ピーク時２８億円 

現在８億円）など、市側の責任

を果たさず、市民の保険料を増

やすというのは許されません。 

再開発に投じる何百億ものお

金があるのならば、まずは保険

料値上げを中止し、国保料を払

える金額に引き下げるべきで

す。 


